
・３月定例会予算常任委員会の審査内容
・１月臨時会予算常任委員会の審査内容／議決結果
・３月定例会各常任委員会の審査内容
・市政を問う（会派代表・個人一般質問事項と答弁概要）
・３月定例会議決結果・議案に対する各議員の賛否一覧
・高校生との意見交換会を開催
・ウクライナの平和に関する決議を議決
・表紙写真の募集／今後の会議の予定／編集後記
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目　次今号の表紙
七条素人劇団

………………………………
　7年前から町内の有志の
皆さんで、自治会や老人会
などの催事に呼んでいただ
いて、ボランティアで楽し
い素人劇をしています。



屋根の雪下ろし

予算常任委員会（分科会）  予算常任委員会（分科会）  3/17.18.22
　予算常任委員会には、令和４年度予算案等議案２７件を付託しました。３月１７日、１８日、２２日に各分科会、３月
２４日に総括的な審査を行う予算常任委員会を開催し、審査、採決しました。採決結果は１4ページをご覧ください。

Q　青少年立ち直り支援事業について、支援コーディネーターがフ
ルタイムからパートタイムになるが、相談時間等に制約があるのか。
A　相談される方の時間に合わせてしっかりと対応します。 
 意見   職員のメンタルヘルス対策について、現場の状況を確認しな
がら、しっかりと効果を出せるように取り組まれたい。 
 意見   「特定目的基金」について、 昨年基金の整理が行われて以降、
初めての予算編成となるが、基金の中には企業や市民からの浄財も
含まれていることから、慎重かつ効果的に使われたい。

Q1 屋根の雪下ろし費用に対する助成額が少額で高齢者の負担になっ
ている。制度を見直す考えは？
A おおむね半額程度の補助ですが、今後は地域の声を聞きながら利用
しやすい制度となるよう検討してまいります。
Q2エアコン設置補助事業は生活保護受給者も補助対象となるのか？ 
A 今年の新規事業でありますエアコン設置補助は、生活保護受給者も
対象となりますが、担当部署と相談しながら進めてまいります。 

Q　中心市街地の活性化だけでなく、北部地域の活性化についても
検討してはどうか。
A　中心市街地を核としたまちづくりの指針である「湖の辺のまち
長浜未来ビジョン」の策定にあたっては、中心市街地以外の方にも
多数参画いただいています。今後ビジョンに基づく施策の推進にあ
たっては、広く市内全体への波及効果を期待しながら進めてまいり
ます。 
 意見   長浜駅周辺の賑わいづくりについては、えきまち長浜株式会
社と協力し、市議会からの提言を踏まえた事業やアフターコロナを
見据えた取り組みを推進するとともに、更なる情報発信の強化など
に努められたい。 



令和４年１月臨時会　議決結果表令和４年１月臨時会　議決結果表

〇全員一致で承認・可決した議案

●市長提出議案

番号 件名 付託先委員会

予算

議案第１号

議案第２号

議案第３号

専決処分事項の承認を求めることについて（専決第５号）

令和３年度長浜市一般会計補正予算（第１２号）

令和３年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

各分科会からの審査報告を踏まえ、更に総括的な審査をしました。
予算審査過程における意見、指摘等を真摯に受け止められ、今後の予算編成及び予算執行、行政運営に生かされる
よう求めました。

Q　新型コロナウイルス感染症
対策の備品は、市として一括購
入するのか。
A　アルコールなど手に入りに
くいものは、小数で発注するなど、
削減効果のある一括購入と分割
購入を総合的に判断していきま
す。

　意見   新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、各種対策備品等購入予算を計上されたが、今後も引
　　　き続き必要な物品が必要な施設に配備されるよう、各部署が連携を密に調整を図られたい。 

　意見   図書館管理運営費に、旧長浜図書館解体工事設計業務委託費が計上されているが、周辺自治会や地域づ
　　　くり協議会等のまちづくり団体から県および市あてに、旧長浜図書館の利活用に関する要望が以前から
　　　数回出されており、各関係団体等への丁寧な説明及び十分な協議を経ながら進められたい。
　意見   自治会活動振興事業費の八戸集会所地盤改良工事請負費に関して、自治会集会所施設の直接工事費とい
　　　う表現について、誤解が生じないよう十分な説明が必要である。

Q　子育て世帯への応援給付金
にかかる対象となる若者は？
A　親の扶養に入っている１９歳
から２２歳までの年齢層を対象
としています。長浜市の住民登
録の有無は問いません。（養育し
ている父母等は市内に住所を有
する必要があります。） 

Q　長浜市新時代開拓支援事業
補助金の周知にどのように取り
組むのか？
A　広報紙やホームページ、チ
ラシだけでなく、長浜商工会議
所や長浜市商工会等と連携・協
力しＰＲに努め、必要な方に情
報をお届けしていきます。



各常任委員会に付託された議案１７件について審査しました。
採決結果は１４ページをご覧ください。

Q　支給対象の業務範囲が「災害復旧」などに限られて
いる現在の管理職特別勤務手当の規定を、国と同様の取
り扱いに改めることにより、どれくらいの予算が必要に
なるのか。
A　コロナ対応等で、どうしても深夜に勤務しなくては
ならない時がありますが、ケース的にはほとんどありま
せん。

Q　令和4年10月からの子ども医療費助成の拡充につ
いて、予算はどの程度かかるのか。また、財源は何か。
A 年間の予算は１億 8 千万円程度と試算しています。
財源は一般財源ですが、県補助が拡充されるよう各市
町で要望しているところです。  
意見   この事業を実施するにあたり、市民や医療現場
の混乱が生じないように努められたい。

 意見   指定管理者の変更にあたっては、経過や必要性を
詳細かつ丁寧に説明されたい。また、必要に応じて指定
管理者選定委員会での協議内容や他の事例等を報告する
など、わかりやすい説明に努められたい。
 意見   市内への企業進出や既存立地企業の拡張等を促す
ため、 空き工場用地等の未利用地の情報について、すべ
て公開できないことはわかるが、更なる情報収集・情報
公開に努められたい。

〇えきまち長浜株式会社から第３四半期（10～12月）の
経営状況について報告を受けるとともに、引き続き経営
改善に取り組むため策定された、来年度から3年間の経
営改善計画について説明を受けました。

えきまちテラスで開催されたフリーマーケット



会派代表質問（会派名） 　※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、６～８ページに掲載しています。 

個人一般質問（質問者順）※下記の質問項目のうち、太字部分について要約し、８～13ページに掲載しています。

〇恵風会（伊藤喜久雄 議員）

〇新しい風（中川　勇 議員）

〇新政クラブ（中嶌　康雄 議員）

〇日本共産党長浜市議団 
            （浅見　信夫 議員）

〇公明党（鋒山　紀子 議員）

 ①浅見市長の市政運営の基本姿勢について
②市民との関係（市民協働の視点）について  
③市職員との関係（市役所の組織力・職員力）について 
④周辺市町との関係（広域行政・広域連携）について  
⑤人口減少対策について 
⑥市立長浜病院・湖北病院と長浜赤十字病院、セフィロト病院の機能再編について 
⑦政策の優先順位について
①浅見新市長の第１期市政運営について　②自主財源確保と経済再生について 
③今回の選挙投票を踏まえての投票環境向上に係る取組み検証等について 
④昨年暮れからの豪雪における新興住宅団地内等の除雪体制について 
①憲法改正等について　②外国人参政権・夫婦別姓について
③市長の政策提言について  
④透明性の高い財政改革の推進について　⑤大規模プロジェクトについて
①総合計画第３期基本計画の策定について
②令和４年度予算案と市民要求について
③長浜市病院事業について  
④新型コロナウイルス感染抑止の対応について
⑤共通投票所制度について　⑥政治倫理条例について    
①市長のまちづくりについて　②女性活躍の推進について
③防災、減災について   

　　

○矢守　昭男 議員

○斉藤　佳伸 議員  

○髙山　　亨 議員  

○押谷與茂嗣 議員  

○鬼頭　明男 議員  

○竹本　直隆 議員  
○千田　貞之 議員

○西尾　孝之 議員
○宮本　鉄也 議員
○藤井　　登 議員
○轟　　保幸 議員
  

①長浜改革会議の設置について
②北部地域等の過疎化対策の一つとして北部振興局の権限強化を
③高齢者の屋根の雪下ろし作業支援について 
④歩道・通学路・交差点等の除雪や排雪について 
⑤民生委員・児童委員、主任児童委員の任命体制について
①除雪体制について
②Ｒ４年度経営所得安定対策における水田活用の直接支払い交付金について 
③長浜市森づくり計画について   ④有機農業について
①高齢者への負担増の影響について　②国民健康保険について
③生活保護の扶養照会について　④介護職員の「処遇改善」について
⑤外国人市民との共生について 
①執行体制を新しく整備するにあたっての考え方について   
②情報公開と市民参画について   
①通学路の安全確保について
②空き家対策について 
③コロナ禍での支援と対策について　④ジェンダー平等と男女共同参画について 
①「教育環境整備」について 
①アパート、集合住宅の建設時における自治会との関わりについて
②景観形成重点区域内での建築確認申請について 　
③子育て世帯への教育助成について 
①長浜大改革について
①長浜大改革について　②長浜市の病院問題について　③長浜市財政について 
①除雪の最優先すべき場所、地域格差について　②教育について
①河川整備について　②丹生ダム中止に伴う地域対応について 
③小中一貫校のあり方検証について 
  

※新政クラブの会派代表質問の際、一部音声が聞こえない不具合が発生しました。現在は市議会の
　ホームページから録画映像をご覧いただけます。ご迷惑をおかけし申し訳ありませんでした。

 　   

質疑
○宮本　鉄也 議員 ①議案第５１号　教育委員長の任命について

今定例会では、会派代表５人・個人１１人の議員が
一般質問を行いました。また、１人から質疑があり
ました。 

りよだ会議



問
問
「
政
治
の
最
も
大
事

な
こ
と
は
、
国
家
と
国
民

に
責
任
を
持
つ
こ
と
」
と

習
っ
た
が
、
戦
後
70
年
以

上
変
わ
っ
て
な
い「
憲
法
の

改
正
」に
つ
い
て
、「
市
民

の
皆
様
の
生
命
と
財
産
を

守
り
抜
く
」
市
民
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
市

長
と
し
て
の
考
え
を
問
う
。

答　

ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
略
に
対
し
、

改
め
て
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
大
切
さ
を
痛
感
し

て
い
ま
す
。
平
和
都
市
宣

言
を
し
て
い
る
本
市
と
し

て
は
、
平
和
へ
の
願
い
を

強
く
示
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
改
め
て
感

じ
て
お
り
、「
憲
法
改
正
」

に
つ
い
て
は
、
市
民
を
含

む
国
民
全
体
の
合
意
の
も

と
進
め
ら
れ
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

問
問
政
治
倫
理
は
、
重
要

な
公
職
に
あ
る
者
（
市
長
、

副
市
長
、
教
育
長
な
ど
）

が
そ
の
職
責
に
反
す
る
行

為
は
し
な
い
と
い
う
、
市

民
と
の
約
束
で
あ
り
、
そ

の
約
束
を
担
保
す
る
の
が

政
治
倫
理
条
例
で
あ
る
。

市
長
は
所
信
表
明
な
ど
で
、

「
清
潔
・
公
正
・
信
頼
」
の

市
政
の
た
め
に
尽
く
す
と

さ
れ
て
い
る
。
市
政
が
市

民
の
信
頼
を
得
る
た
め
、

市
長
、
副
市
長
、
教
育
長

な
ど
大
き
な
権
限
と
影
響

力
の
あ
る
執
行
機
関
の
ト

ッ
プ
を
対
象
と
し
た
、
政

治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
問
う
。

答　

法
に
よ
る
正
義
の
実

現
を
司
る
裁
判
官
と
し
て

33
年
６
か
月
に
わ
た
り
従

事
し
、倫
理
観
に
つ
い
て
は
、

誰
よ
り
も
身
に
着
け
よ
う

と
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
き
な
権
限
と
影
響
力

の
あ
る
執
行
機
関
の
ト
ッ

プ
に
対
し
て
も
、
同
様
に

高
い
倫
理
意
識
を
身
に
つ

け
る
よ
う
努
め
る
よ
う
に

指
導
し
つ
つ
そ
の
効
果
を

見
極
め
、
か
つ
政
治
倫
理

条
例
の
制
定
の
実
情
及
び

効
果
を
考
慮
し
な
が
ら
、

当
市
に
お
い
て
も
必
要
か

ど
う
か
検
討
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。



問
問
女
性
の
声
が
反
映
さ

れ
た
市
政
運
営
、
活
躍
の

場
を
ど
の
よ
う
に
支
援
し

て
い
く
の
か
問
う
。

答　

女
性
活
躍
推
進
へ
の

取
り
組
み
は
、
私
、
市
長

の
提
言
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

少
子
高
齢
化
が
進
み
人
口

減
少
社
会
と
な
っ
た
今
日

に
お
い
て
、
市
政
へ
の
多

様
な
意
思
の
反
映
や
女
性

の
社
会
進
出
は
、
本
市
の

活
力
あ
る
発
展
に
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
女
性
活
躍
、

男
女
共
同
参
画
に
よ
る
活

力
あ
る
地
域
社
会
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
る
「
女
性

の
活
躍
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
」
に
加
え
、
女
性

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
多
様
な
働
き
方
を
支

援
す
る
「
女
性
の
働
く
応

援
事
業
」
を
拡
充
し
、
新

た
に
子
育
て
期
の
女
性
の

実
情
に
応
じ
た
企
業
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
の
創
出

や
、
就
労
中
の
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

進
め
る
な
ど
、
就
労
し
や

す
い
仕
組
み
や
働
き
続
け

や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

女
性
の
悩
み
や
就
労
に
関

す
る
相
談
体
制
に
つ
い
て

は
、
関
係
機
関
が
緊
密
に

連
携
す
る
こ
と
で
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
に
近

い
効
果
が
生
じ
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
市
の
審
議
会
等
で
の

女
性
委
員
の
割
合
を
40
％

以
上
と
す
る
目
標
達
成
に

向
け
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問
問
昨
年
末
か
ら
本
年
に

か
け
て
、
非
常
に
多
く
の

積
雪
が
あ
り
、
市
民
が
歩

道
を
通
行
で
き
ず
、
車
道

を
歩
く
な
ど
の
危
険
な
状

態
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
本

市
の
除
雪
体
制
は
優
れ
て

い
る
が
、
交
差
点
や
横
断

歩
道
付
近
に
雪
が
高
く
積

ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
見

通
し
が
悪
く
車
の
走
行
に

も
支
障
が
あ
っ
た
。
こ
れ

ら
の
排
雪
な
ど
、
事
故
防

止
対
策
を
問
う
。

答　

歩
行
者
の
通
路
確
保

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆

様
か
ら
多
数
の
指
摘
を
受

け
ま
し
た
。
国
道
や
県
道

な
ど
も
、
同
様
の
雪
山
に

よ
る
、
視
界
不
良
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
市
道
に

お
い
て
は
、
車
道
除
雪
後

に
通
学
路
や
横
断
歩
道
付

近
を
優
先
的
か
つ
速
や
か

に
雪
山
の
除
去
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
車
道
の
通
行
を
確

保
し
た
の
ち
に
、
雪
山
の

除
去
を
実
施
し
ま
す
。
国

道
、
県
道
に
つ
い
て
は
、

早
急
な
対
応
を
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
道
路
の
路

面
状
況
を
し
っ
か
り
伝
え
、

国
・
県
と
も
連
携
し
て
安

全
対
策
を
行
い
ま
す
。

会 派 代 表 質 問会 派 代 表 質 問



ジ　オ

問
問
国
際
貿
易
の
影
響
に

よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

が
上
昇
し
生
活
を
圧
迫
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
率
を

少
し
で
も
高
め
る
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
市
は

「
長
浜
市
森
づ
く
り
計
画
」

に
お
い
て
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

な
ど
の
施
策
等
に
つ
い
て

定
め
て
い
る
。
家
庭
用
の

薪
ス
ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
、
公
共
施
設
の

バ
イ
オ
マ
ス
ボ
イ
ラ
ー
、

農
業
ハ
ウ
ス
の
薪
暖
房
の

普
及
や
導
入
推
進
に
つ
い

て
問
う
。 

答　

本
市
で
は
、「
長
浜
市

森
づ
く
り
計
画
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
の
「
長
浜
市

森
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
推

進
事
業
補
助
金
」に
お
い
て
、

家
庭
用
の
薪
ス
ト
ー
ブ
と

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導

入
支
援
を
行
い
、
１
５
５

台
の
補
助
実
績
が
あ
り
ま

す
。
農
業
ハ
ウ
ス
の
薪
暖

房
の
普
及
、
導
入
に
つ
き

ま
し
て
は
、
森
林
資
源
の

有
効
活
用
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
よ
る

脱
酸
素
社
会
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
今
後
各
農
家

等
へ
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

問
問
本
市
の
外
国
人
市
民

は
３
６
０
０
人
を
超
え（
人

口
比
３
・
３
％
）、
働
き
手

と
し
て
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
あ
り
、
長
浜
で

の
永
住
意
思
は
７
割
に
の

ぼ
る
。
地
域
生
活
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ―

シ
ョ
ン

の
課
題
を
は
じ
め
、
就
労

に
お
け
る
待
遇
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
・
進
路
な
ど
、

真
の
共
生
を
実
現
す
る
に

は
、
様
々
な
施
策
の
展
開
・

推
進
が
必
要
で
あ
る
。
福

祉
や
介
護
の
担
い
手
と
し

て
も
期
待
が
高
ま
っ
て
お

り
、
世
界
中
か
ら
外
国
人

を
受
け
入
れ
る
時
代
に
な

っ
て
い
る
が
、
市
の
考
え

を
問
う
。

答　

本
市
の
未
来
図
を
描

く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
存
在
で
あ
り
、

共
生
が
人
口
減
少
の
課
題

解
決
の
手
法
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
日

本
語
指
導
が
必
要
な
児

童
生
徒
へ
の
教
育
は
、
サ

ポ
ー
ト
指
導
員
を
多
数
配

置
し
、
学
習
支
援
や
保
護

者
と
の
通
訳
等
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。｢

や
さ
し
い
日

本
語｣

の
普
及
、
多
言
語
対

応
な
ど
、
地
域
の
実
態
に

応
じ
た
日
本
語
教
育
の
体

制
づ
く
り
等
に
一
層
取
り

組
み
、
外
国
人
市
民
に
と

っ
て
も
「
日
本
一
住
み
や

す
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。



問
問
市
政
運
営
の
舵
取
り

で
大
切
な
こ
と
は
、
最
前

線
に
い
る
職
員
を
重
視
し
、

能
力
を
高
め
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
く
こ

と
に
尽
き
る
と
考
え
る
。

先
行
き
が
不
透
明
で
将
来

の
予
測
が
困
難
な
「
Ｖ
Ｕ

Ｃ
Ａ
」 

の
時
代 

、
職
員
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
は
「
現

場
力
」
で
あ
り
、
付
和
雷

同
と
い
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が

し
っ
か
り
と
し
た
信
念
を

持
っ
て
仕
事
に
取
り
組
む

こ
と
、
現
場
の
意
見
や
ア

イ
デ
ア
を
吸
い
上
げ
て
形

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
。
ま
た
、
薩
摩

藩
の
島
津
斉
彬
が
西
郷
隆

盛
を
重
用
し
た
よ
う
な
思

い
切
っ
た
人
事
評
価
も
必

要
だ
と
思
う
。
こ
う
し
た

点
を
踏
ま
え
、
市
長
が
執

行
体
制
を
新
た
に
構
築
さ

れ
る
に
あ
た
っ
て
の
考
え

を
問
う
。 

答　

大
き
く
変
化
す
る
時

代
の
中
、
今
後
も
職
員
が

や
り
が
い
を
も
っ
て
働
き
、

よ
り
良
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
私

（
市
長
）
自
身
が
現
場
を
よ

く
見
て
、
職
員
と
意
見
交

換
し
、市
民
の
思
い
を
聴
き
、

共
に
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。 　

執
行
体
制
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
性
別
や
年
齢
に

と
ら
わ
れ
ず
意
欲
や
能
力

の
あ
る
職
員
を
積
極
的
に

登
用
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
全
て
の
職
員
が
持
て

る
力
を
存
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
、
適
性
に
応
じ
た

職
員
配
置
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

※

Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ（
ブ
ー
カ
）
と
は
、

Volatility 

変
動
性
、Uncertainty 

不
確
実
性
、Com

plexity

複
雑
性
、

A
m
biguity

曖
昧
性 

と
い
う
４

つ
の
単
語
の
頭
文
字
を
と
っ
た
言

葉
で
す
。  

 

問
問
通
学
路
の
安
全
確
保

の
た
め
に
、
交
差
点
の
防

護
柵
等
の
設
置
に
つ
い
て

は
早
急
な
対
策
が
求
め
ら

れ
る
が
、
危
険
箇
所
の
現

状
と
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

答　

今
般
の
国
の
公
表
に

お
き
ま
し
て
、
昨
年
11
月

に
県
を
通
じ
国
へ
報
告
し

ま
し
た
22
の
危
険
箇
所
と
、

報
告
後
に
道
路
管
理
者
か

ら
追
加
さ
れ
た
４
つ
の
危

険
箇
所
を
含
め
、
合
計
26

の
危
険
箇
所
が
公
表
さ
れ

て
お
り
ま
す
。 

　

こ
の
う
ち
交
差
点
に
お

け
る
対
策
が
必
要
な
危
険

個
所
は
６
箇
所
と
な
っ
て

お
り
、
４
箇
所
に
つ
き
ま

し
て
は
す
で
に
対
策
が
完

了
し
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
横
断
歩
道
の
な

い
場
所
や
道
路
幅
が
狭
い

道
等
の
安
全
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
そ
の
他
の
20

箇
所
に
つ
き
ま
し
て
も
、

８
箇
所
は
す
で
に
対
策
を

完
了
し
て
お
り
、
こ
れ
以

外
の
箇
所
に
つ
き
ま
し
て

も
、
優
先
順
位
に
基
づ
き

早
急
に
対
策
が
講
じ
ら
れ

る
よ
う
、
県
等
の
道
路
管

理
者
と
連
携
し
て
対
応
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

カ
　※

　

ブ
　
　
ー



北国街道木之本宿 

問
問
子
ど
も
た
ち
が
個
人

で
使
用
す
る
教
材
（
楽
器
、

習
字
セ
ッ
ト
な
ど
）
は
保

護
者
負
担
だ
が
、
テ
ー
プ

や
の
り
、
印
刷
用
紙
な
ど

は
保
護
者
負
担
や
公
費
負

担
と
対
応
は
バ
ラ
バ
ラ
で

あ
る
。
教
育
の
保
護
者
負

担
軽
減
の
観
点
か
ら
、
実

態
調
査
を
実
施
の
う
え
、

学
校
予
算
の
拡
充
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
問

う
。

答　

今
回
改
め
て
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
公
費
で
は
な

く
学
級
費
や
学
年
費
で
購

入
さ
れ
て
い
る
実
態
が
一

部
の
学
校
で
判
明
し
ま
し

た
。
内
容
を
精
査
し
て
適

切
な
予
算
の
確
保
に
努
め

ま
す
。

問
問
教
員
は
、「
教
職
調
整

額
」
と
い
う
手
当
（
給
料

の
４
％
）
が
時
間
外
の
代

替
手
当
だ
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、「
子
ど
も
の
た
め
」

と
い
う
名
目
で
教
職
員
に

負
担
を
押
し
付
け
て
い
な

い
か
見
解
を
問
う
。

答　
「
子
ど
も
の
た
め
で
あ

れ
ば
ど
ん
な
長
時
間
勤
務

も
良
し
と
す
る
」
と
い
う

働
き
方
は
、
教
職
員
と
い

う
職
の
使
命
感
か
ら
生
ま

れ
る
も
の
で
す
が
、
教
職

員
が
疲
弊
し
て
い
く
の
で

あ
れ
ば
、「
子
ど
も
の
た
め

に
は
な
ら
な
い
」
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
や

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス

タ
ッ
フ
な
ど
の
人
的
配
置

を
通
し
て
、
教
育
委
員
会

と
し
て
も
支
援
し
て
い
く

こ
と
で
、
働
き
方
改
革
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一般質問
録画映像QR

問
問
市
内
に
は
「
景
観
形

成
重
点
区
域
」
が
あ
り
、

そ
の
地
域
で
の
建
築
に
つ

い
て
は
、
周
辺
と
調
和
す

る
よ
う
に
形
態
、
仕
様
、
素

材
な
ど
に
配
慮
し
た
景
観

づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

規
制
の
各
種
要
件
に
合

致
し
な
け
れ
ば
、
建
築
確

認
申
請
が
通
ら
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
基
準
が
あ

い
ま
い
で
分
か
り
に
く
く
、

地
域
住
民
は
不
公
平
感
を

抱
い
て
い
る
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
事
象

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、

地
域
住
民
へ
の
十
分
な
説

明
が
求
め
ら
れ
る
が
、
当

局
の
考
え
を
問
う
。

答　

質
問
の
地
域
は
「
特

定
景
観
形
成
重
点
区
域
」

に
該
当
し
、
長
浜
ら
し
い

良
好
な
景
観
を
、
市
民
共

通
の
財
産
と
し
て
次
の
世

代
に
引
き
継
い
で
い
く
事

を
目
的
に
指
定
し
て
い
ま

す
。

　

重
点
区
域
内
で
の
建
築

な
ど
を
行
う
場
合
、
景
観

法
に
基
づ
く
届
出
が
必
要

で
す
が
、
建
築
確
認
申
請

に
お
い
て
は
、
建
築
基
準

法
に
基
づ
く
審
査
が
行
わ

れ
る
の
で
、
景
観
法
に
よ

る
基
準
適
合
審
査
結
果
は

影
響
し
ま
せ
ん
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
る
に
あ
た
り
、
地
域

と
共
に
一
緒
に
考
え
て
ま

い
り
ま
す
。

一般質問
録画映像QR



問
問
ど
の
よ
う
な
大
改
革

な
の
か
問
う
。

答　

市
が
抱
え
て
い
る
課

題
や
今
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
を
積
極
的
に
市
民
に

公
開
し
共
有
す
る
ほ
か
、

市
長
を
は
じ
め
、
市
の
職

員
や
議
員
各
位
、
各
分
野

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
人
、

有
識
者
、
老
若
男
女
の
あ

ら
ゆ
る
人
が
意
見
を
出
し

合
う
場
を
作
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ

の
英
知
を
結
集
し
た
先
に
、

長
浜
の
大
改
革
が
成
し
遂

げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。 

問
問
行
政
改
革
、
公
務
員

改
革
に
つ
い
て
問
う
。

答　

限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
、
税
金
の
使
い
道
を
精

査
し
、
有
効
に
活
用
す
る

こ
と
を
改
め
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

公
務
員
改
革
と
し
て
、

職
員
の
行
政
運
営
力
を

10
％
向
上
さ
せ
、質
の
高
い
、

信
頼
が
お
け
る
行
政
運
営

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
実
力

能
力
主
義
の
導
入
、
男
女

を
問
わ
な
い
幹
部
職
員
へ

の
登
用
、
民
間
企
業
と
の

人
事
交
流
等
で
職
員
の
資

質
向
上
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
問
え
き
ま
ち
長
浜
株
式

会
社
の
改
革
に
つ
い
て
問

う
。

答　

こ
れ
ま
で
の
経
営
改

善
の
取
り
組
み
を
尊
重
し

つ
つ
も
、
経
営
改
善
の
効

果
や
、
将
来
の
見
通
し
を

し
っ
か
り
と
調
査
、検
証
し
、

状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
、

良
い
と
こ
ろ
は
伸
張
し
、

改
善
す
べ
き
と
こ
ろ
は
さ

ら
な
る
対
策
を
講
じ
る
よ

う
求
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

一般質問
録画映像QR

問
問
政
治
団
体
の
２
連
ポ

ス
タ―

に
、
元
長
浜
赤
十

字
病
院
副
院
長
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
。
長
浜
赤
十
字

病
院
へ
は
長
浜
市
か
ら
補

助
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。

　

補
助
金
を
受
け
て
い
る

団
体
の
職
員
が
、
肩
書
を

出
し
て
特
定
の
候
補
に
肩

入
れ
す
る
こ
と
は
、
団
体

が
応
援
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
清
潔
、
公
正
、
信

頼
上
い
か
が
な
も
の
か
と

思
わ
れ
る
が
、見
解
を
問
う
。

答　

２
連
ポ
ス
タ
ー
の
弁

士
に
つ
い
て
は
、私
の
「
日

本
一
す
み
や
す
く
大
発
展

す
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
向

け
た
市
政
大
改
革
の
取
り

組
み
に
賛
同
し
、
一
個
人

と
し
て
応
援
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
り
、
そ
の
肩
書

に
つ
い
て
も
本
人
の
主
要

な
経
歴
の
一
部
を
事
実
と

し
て
記
載
し
た
に
過
ぎ
ず
、

ポ
ス
タ
ー
の
内
容
か
ら
団

体
が
応
援
し
て
い
る
と
い

う
誤
解
を
生
じ
る
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

一般質問
録画映像QR



未曾有の雪、除雪の優先順位を！
（さざなみタウン第一駐車場）

高時川中流域

問
問
こ
の
冬
の
大
雪
で
は
、

長
浜
赤
十
字
病
院
前
の
路

面
状
況
が
大
変
悪
い
よ
う

に
感
じ
た
。
病
院
・
消
防

署
な
ど
緊
急
性
を
要
す
る

場
所
に
つ
い
て
は
、
い
ち

早
く
除
雪
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
除

雪
に
関
し
地
域
格
差
が
あ

る
よ
う
に
思
う
。
当
局
の

考
え
を
問
う
。 

答　

今
年
の
冬
は
、
明
け

方
か
ら
短
時
間
に
急
激
に

積
雪
量
が
増
加
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
長
浜
赤
十
字

病
院
前
の
市
道
を
は
じ
め
、

主
に
交
通
量
の
多
い
市
街

地
に
お
い
て
、
除
雪
す
る

ま
で
に
雪
が
踏
み
固
め
ら

れ
、
路
面
状
況
の
悪
化
に

よ
る
交
通
傷
害
が
発
生
し

ま
し
た
。こ
の
対
策
と
し
て
、

公
安
委
員
会
と
連
携
し
て

交
通
規
制
を
行
な
い
、
集

中
的
な
除
雪
を
行
い
ま
し

た
。 

　

ま
た
、
本
市
は
市
域
が

広
く
、
地
域
に
よ
っ
て
は

積
雪
が 

２
ｍ
を
越
え
る
と

こ
ろ
も
あ
る
な
ど
、
積
雪

状
況
に
お
い
て
は
大
き
な

地
域
差
が
あ
り
ま
す
が
、

除
雪
に
関
し
て
は
地
域
に

応
じ
た
除
雪
体
制
を
し
っ

か
り
構
築
し
て
い
ま
す
。 

　

今
後
も
引
き
続
き
、
市

民
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交

通
が
確
保
で
き
る
よ
う
、

地
域
に
応
じ
た
除
雪
体
制

を
維
持
し
つ
つ
、
豪
雪
時

に
は
緊
急
的
な
職
員
の
増

員
・
地
域
に
配
備
し
て
い

る
除
雪
機
械
の
有
効
活
用

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

一般質問
録画映像QR

問
問
市
長
の
長
浜
大
改
革

の
提
言
の
中
で
、
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ビ
ス
の
構

築
を
提
言
さ
れ
て
い
る
が
、

将
来
的
に
必
要
な
社
会
資

本
で
あ
る
河
川
整
備
に
対

し
、
ど
の
よ
う
な
思
い
が

あ
る
の
か
。
ま
た
予
算
獲

得
等
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
ど

う
か
問
う
。

答　

河
川
は
「
安
心
・
安

全
」
を
確
保
す
る
社
会
的

イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
河
川

整
備
は
「
市
民
の
生
命
・

財
産
」
を
守
る
た
め
の
大

変
重
要
な
事
業
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
ま
す
。
姉
川
・

高
時
川
の
河
川
整
備
は
、

「
丹
生
ダ
ム
建
設
容
認
と
中

止
受
け
入
れ
」
と
い
う
地

元
住
民
の
二
度
の
苦
渋
の

決
断
の
も
と
決
定
さ
れ
た

代
替
事
業
で
あ
り
、
本
市

の
重
要
課
題
の
一
つ
で
す
。

現
在
、
姉
川
河
口
か
ら
一

部
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
地
域
の
安
全
確

保
の
た
め
に
は
、
更
に
工

事
の
ス
ピ
ー
ド
を
速
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
、
県
、

市
及
び
地
域
が
思
い
を
一

つ
に
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
必
要
で
、
国
か
ら
の
計

画
的
な
財
源
確
保
は
不
可

欠
で
す
。

　

私
が
先
頭
に
立
ち
、
市

議
会
議
員
、
国
会
議
員
、

県
議
会
議
員
の
皆
様
、
ま

た
関
係
者
の
皆
様
と
協
力
、

連
携
し
な
が
ら
、
国
や
県

へ
直
接
足
を
運
び
、
一
刻

も
早
く
姉
川
・
高
時
川
の

河
川
整
備
が
完
了
で
き
る

よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

一般質問
録画映像QR



山
﨑
　
正
直

西
尾
　
孝
之

草
野
　
　
豊

鋒
山
　
紀
子

吉
田
　
　
豊

中
嶌
　
康
雄

宮
本
　
鉄
也

押
谷
與
茂
嗣

髙
山
　
　
亨

斉
藤
　
佳
伸

鬼
頭
　
明
男

浅
見
　
信
夫

丹
生
　
隆
明

竹
本
　
直
隆

柴
田
　
光
男

佐
金
　
利
幸

中
川
　
　
勇

矢
守
　
昭
男

松
本
　
長
治

藤
井
　
　
登

轟
　
　
保
幸

多
賀
　
修
平

千
田
　
貞
之

伊
藤
喜
久
雄

付
託
先
委
員
会

○╳－○○○○○╳╳╳╳○○○○○○○○○╳○○

予
算

○○－○○○○○╳╳╳╳○○○○○○○○○○○○

○○－○○○○○╳╳╳╳○○○○○○○○○○○○

○○－○○○○○╳╳╳╳○○○○○○○○○○○○

○市長提出議案（3/28採決）

○市長提出議案（３/2８採決）

○議員提出決議案（3/8採決）

○市長提出議案（3/8採決）

日本共産党 新政クラブ 無会派
公
明
党

恵風会

件　　　名番号

会派

議員

議決結果

令和４年度長浜市一般会計予算第６号

可決
令和４年度長浜市国民健康保険特別会計予算第７号
令和４年度長浜市後期高齢者医療保険特別
会計予算第９号

令和４年度長浜市介護保険特別会計予算第10号

※表内の「○」は賛成、「×」は反対を表します。※議長の草野豊議員は採決に加わりません。

新しい風

第 4 号 専決処分事項の承認を求めることについて（専決第１号）
番号 件名 付託先委員会

決議案第１号 ウクライナからのロシア軍の即時撤退と速やかな平和の実現に関する決議
番号 件名 付託先委員会

議案第45号 小谷財産区管理会の委員の選任について
番号 件名 付託先委員会

ー

ー

第 5 号 専決処分事項の承認を求めることについて（専決第２号）
第 8 号 令和４年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）予算
第11号 令和４年度長浜市休日急患診療所特別会計予算
第12号 令和４年度長浜市農業集落排水事業特別会計予算
第13号 令和４年度長浜市病院事業会計予算
第14号 令和４年度長浜市老人保健施設事業会計予算
第15号 令和４年度長浜市公共下水道事業会計予算
第16号 令和４年度長浜市一般会計補正予算（第１号）
第17号 令和４年度長浜市病院事業会計補正予算（第１号）
第18号 令和４年度長浜市老人保健施設事業会計補正予算（第１号） 予算

健康福祉

総務教育

総務教育

産業建設
健康福祉
産業建設

産業建設

産業建設
予算

総務教育

総務教育
ー
ー
ー

第19号 令和４年度長浜市一般会計補正予算（第２号）
第20号 令和３年度長浜市一般会計補正予算（第１４号）
第21号 令和３年度長浜市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
第22号 令和３年度長浜市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第２号）
第23号 令和３年度長浜市後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）
第24号 令和３年度長浜市介護保険特別会計補正予算（第２号）
第25号 令和３年度長浜市休日急患診療所特別会計補正予算（第１号）
第26号 令和３年度長浜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
第27号 令和３年度長浜市病院事業会計補正予算（第４号）
第28号 令和３年度長浜市老人保健施設事業会計補正予算（第１号）
第29号 令和３年度長浜市公共下水道事業会計補正予算（第２号）
第30号 長浜市子ども医療費助成条例の制定について
第31号 長浜市個人情報保護条例の一部改正について
第32号 長浜市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について
第33号 長浜市職員の給与に関する条例の一部改正について
第34号 長浜市行政財産目的外使用料条例の一部改正について
第35号 長浜市営駐輪場条例の一部改正について
第36号 長浜市国民健康保険条例の一部改正について
第37号 長浜市農業集落排水処理施設条例の一部改正について
第38号 長浜市防災会議条例の一部改正について
第39号 長浜市公益通報及び不当要求行為等の対策に関する条例の一部改正について
第40号 長浜市企業立地促進条例の一部改正について
第41号 長浜市附属機関設置条例の一部改正について
第42号 長浜市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について
第43号 長浜市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について
第44号 長浜市水防協議会条例の廃止について
第46号 指定管理者の指定に係る議決事項の一部変更について
第47号 令和３年度長浜市一般会計補正予算（第１５号）
第48号 財産の取得について
第49号 公平委員会の委員の選任について
第50号 教育委員会の委員の任命について
第51号 教育長の任命について



　１月21日（金）に、初めての試みとして、市内すべての高等学校・高等養護学校から16名の生徒さんに参
加いただき、オンラインにより意見交換会を開催しました。
　｢議員と語ろう！～長浜ってどう思う？～」をテーマに、若者の視点から、長浜市をより良くするためのア
イデアや、現状を捉えた指摘など、貴重な意見を伺うことができました。いただいたご意見を参考に、市の
施策や計画に対して反映できるよう取り組んでまいります。
　多くの貴重なご意見等をいただきありがとうございました！

高校生の皆さんの感想 ～意見交換会に参加して～
・普段、市議会議員の方々と交流をする場があまりない高校生の私にとって、今回の意見交換会はとて
　も新鮮なものでした。私のような１人の高校生の意見もしっかりと市民の１人として尊重してくださっ
　たので、非常に嬉しく思うと同時に 、市議会に対して関心を持ちました。次回もぜひ参加したいです。
・とても満足です。他校の生徒さん、議員の方々の意見には大変共感し、いつも以上に、まちについて
　深く考える機会となりました。また参加したいです。
・自分が発言したことを市議会議員の方々がしっかりと受け止めてくださり、納得することができたの
　で、今回の意見交換会はとても満足でした。また、他校の方々の現在の生活環境についての不満や解
　決案などを聞くことができ、自らの視野をまた一段と広くすることができました。

  



５月1９日(木)  定例常任委員会
                    10 時～産業建設常任委員会
                    13 時～健康福祉常任委員会 
                    15 時～総務教育常任委員会 
６月  ３日(金)  ６月定例会開会日 
６月1５日(水)～17日(金)個人一般質問 

６月20日(月) 産業建設常任委員会、予算分科会
６月21日(火) 健康福祉常任委員会、予算分科会
６月22日(水) 総務教育常任委員会、予算分科会  
６月24日(金) 予算常任委員会 
６月28日(火) ６月定例会閉会日

※（日程は変更される場合があります。）この他にも随時、議会運営委員会等が開催されます。詳しく
    はホームページまたは議会事務局でご確認ください。 

今後の会議予定（５月１日以降）   

 写真に団体名と、活動内容の紹介等コメント
（60文字程度）を添え、データを市議会事務局
（gikai@city.nagahama.lg.jp）へ６月１日ま
でに送信ください。８月１日発行号（予定）に掲
載します。

〈注意事項〉未発表のもので、被写体（人物・建物等）
の肖像権や撮影対象関係者の承諾を得たものに限り
ます。応募作品の公開によるトラブルが生じた場合、
応募者の責任及び負担において、その一切を解決す
るものとします。営利目的、宗教活動、政治活動、また
反社会的団体に関する作品は応募できません。採用
は、議会だよりにふさわしいものを市議会広報広聴
委員会で決定し、著作権は長浜市に帰属します。応募
に係る一切の費用は応募者でご負担ください。

■
令
和
４
年
３
月
定
例
会
で
は
、
浅
見
新
市
長

の
市
政
運
営
の
考
え
方
に
対
す
る
質
問
が
数
多

く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
の
予
算

案
な
ど
重
要
な
議
案
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
猛
威
は
ま

だ
ま
だ
終
わ
り
が
見
え
ず
、
新
規
感
染
者
数
は

未
だ
高
い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
人
が
行
き
交
う

中
で
不
安
も
増
し
て
い
ま
す
。
１
日
で
も
早
く

日
常
の
生
活
に
戻
れ
ま
す
よ
う
、
一
人
ひ
と
り

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
対
策
に
努
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

■
今
期
議
員
の
任
期
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま

し
た
。
引
き
続
き
行
政
の
監
視
役
と
し
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ

た
議
会
活
動
と
な
る
よ
う
最
後
ま
で
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
　
　
　

長
浜
市
議
会　

広
報
広
聴
委
員
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

６
５ - 

６
５
４
７

 ・
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